
ふかはいぶんそうち 負荷配分装置 (英) load distribｭ

ution device 電鉄用変成機禄の容量は， 1 時間平均あるいは

瞬時最大負荷から定められるが，電鉄負荷は一般に瞬時最大が

平均負荷に比べて大きいため，変成設備の利用'f(が悪いのはも

ちろん， 電プ力J需給その他のf点，、 て

以卜-の点点、を改善するため，変電所にかかる負術を調整して両

側の変電所に移行分担させ， 実効的に ， せん(尖)頭負荷を軽減

させる 目的で L負荷配分装置1 が開発された。これには次の条

件が要求されるロすなわち

(1) 装置の応答速度は，電鉄負荷に十分対応て守ること。

(2) 制御される機探の什1 力特性は，浮動せず安定で，かつ不

連続点がないこ と。

(3) 出力電圧波形は，なるべく良好であること 。

(4) 装情使用停止時は，苦手易に従前の特性にもど り， 変成機

探の使用に支障のない こ と。

(5) 取扱い点検が容易で，かつ怖桝低廉なこと 。

現在実用化されている方法は， 格子付水銀.流器 (M: R.)に

追加したう毛 fr'i't で， M. R の出力電圧および入力または出力電流

を検出し，これと電車線路抵抗， 変電所間隔， 希望する負荷分

相率から ， あらかじめ設定された電圧ー電流曲線 とを比較して

出力電圧を制御するもので， M. R.負荷 O から 50-100 % の軽

負荷領域の M. R. と組み合わせた電圧変動率を 0-5% ， 負荷

200% までの震負荷領戚における装 rl'll~単独の電圧降下率は ， 0-

15% とし，これが M. R. 白身の電月降下に重荷して， せん頭負

荷;t;I]!浪の円的を達するわけで，領域の境界点， すなわち電圧変

動*の変化点(屈 曲点という)と重負荷lli'i減の変動不は可変 とし ，

線灰の実情に則した値に任意かつ容易に設定できるようにな っ

ている 。

H ~ 力電圧の ;(;11御手段としては，軽負荷首l域を協子11;11御により，

'fJl:負荷になれば，陽極リアクトノレを主採用変!王様 2 次 IIUlにそう

入して， 電/E変動率を大きく するものと， 桃子11;11御のみによる

もの，あるいは， リアクトルと節子制御とを併用するものとが

あり，いずれも検出した入力またはH : カを制御部入力とするが，

リア ク トルそう(伺)入法は，そのタップ変更を変月日号のタップ

変更と 1)(，I :ì!liさ せる必要があり，変動本11;11 Æの内 rll /Îl'，帆が小さ

く ，かつ辿続性，軽負r，ij f，íi域て'大きな佑子市11御を行なうための

i誘i尊障害，装íri停止時無負荷および戦負荷電圧の過大が難点と

なるかわりに，重負担i時の誘導障害， M. R.の資務憎加に伴 う

容量減の心配はなく， 絡下制御系は若干簡単になる。

約子制御lのみの場合は， 変動率3特定の 11 由度， 近!続性，無1t;IJ

御運転の容易さですぐれているが，重負荷側で桁子制御するた

めに， M. R. 責務，転流時の高周波振動が大となり，負荷耐監

が減少するとともに誘尊障害も大きくなる。

リアタトルと杭子制御とを併用すれば，前記利点と欠点とが

若干減少，増加する傾向とな る。

以上のよ うな機能をも つため，この袋Jnは列車宿度の低い閑

散線ド:変電所や，せん頭負荷の大きい線I天などの変電所に設Ilè

すれば， 経済的に，せん頭負荷の分担が均等化し，利用率の向

上， 電車線電圧変動の改善に効果を発保するが，負荷限度をこ

え，あるいは列車密度が大きい線灰での使用は，電車線電圧降

下をかえって大き くする。
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ふきつけこうぼう 吹付工法 覆工の 11 的は， 掘さくさ

れた地山表filîの風化防止ーと， 断聞が使用 R(I'')および経済性から

完全には地圧の応力に対応できない場合に， これを補い，ある

粁二度の応力を受け止めるためである。 覆工の }\'!および厚さは地

圧の大きさ，ブj向特によって決められる。 l吹千n:i1、は昭い;，.~{.石

の山で目が少なく，幣〈締っているような場合(例 東北本線，

旧金谷川ずし、道)か， 1疑灰'í'íの軟 Ifで比較的均'í'íの場合は，全

く覆T.をせず，いわゆる無巻としている (道路トンネルに多し、)。

しかし，この場合もJ< 1(riの風化防止のために，セメ ント ガンに

よる そルタルのI吹付工を施す。

また最近はコンクロートガンも使用されており， ft 1 '.げをそ

んタノレ l吹付けですることも考えられる。吹千i けに使用するセメ

ント ガンは，セメ ントと砂の混合材料を圧縮常気に よ ってゴム

ホ ースを通じてノズルから ~H る瞬間に水を混合し，目的物の表

而1にそんタルの被膜(シヨットクリー ト )を造るものである。

参考文献 加納倹二 ・桑原弥寿雄干i トンネノレ施工法。

(休久間以二)

ふきつけしほこう 吹付支保エ 吸付文保工とは， 一般

の支保工の工法と典なり ， ずい巡の天井およびß!IJ喧部分に，は

だ沼ちの危険がある場合，支保ー丁に代って コン グリートを吹き

付ける方法である。しかし地'l'l司、以の場合には鋼アーチ支保工

を建て込み，ラ スを張ってコンクリ トを 吹き 付け ることも

ある。

コンク リート吹付 て法に よる仮巻は，従来のアーチ式支保て

に比べると空間をせばめることが少なく，切羽後方の作業が草寺

易になる。さらに大きな利点としては，永久礎工と地山 との間

に空どうも木材も残さなし、こと であ る。また地山内部に応力の

変化があった場合， 仮;巻に新しいきれつが発生するから， 早く

察知することができる。

このように吹 I.J コン クリートによる仮巻は地質条件の非常に

広い範聞に適用される。 しか も ロ y クボルト工法とともに， 岩

縦力学の見地からみても，きわめて合理的な支保工の方法であ

る。 I113項 ト γ 不 Jレ (;'11軽海峡連絡鉄道)の * 試掘坑に活用する

予定。
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